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甲府南高校は，平成１６年度に県内ではじめてス

ーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）に選ばれ

ました。今年，令和２年度は，Ⅳ期目の４年目です。

「科学への夢」「科学を楽しむ心」を育む新たな取

り組みを進めていきます。

●● Ⅳ期目のＳＳＨ指定 ●●
本校は平成１６年度からⅠ期３年間，平成１９年

度からⅡ期５年間，平成２４年度からⅢ期５年間に

わたり文部科学省スーパーサイエンスハイスクール

（ＳＳＨ）の研究指定校として，研究開発に取り組

んできました。これまでの研究成果が評価され，平

成２９年度にはⅣ期目の指定を受けました。本年度

はⅣ期の４年目であり，これまでに開発したプログ

ラムの深化を目指すとともに，新しいことにも取り

組んでいきます。

ＳＳＨは，未来を担う科学技術系の人材を育てるこ

とを目的として，理数系教育の充実を図ることをねら

いとしています。ＳＳＨに指定されたことにより，Ｊ

ＳＴ（国立研究開発法人科学技術振興機構）の支援を

受け，第一線で活躍されている研究者を招いての講演

会「サイエンスフォーラム」，大学や研究機関等を訪

れ，最先端の技術や研究に触れる「校外研修」，また，

一つのことを深く追究し研究する「課題研究」など，

他校にはない活動が多数あります。これらの活動を通

して，生徒の科学に

対する興味・関心を

高めるとともに，自

然科学の実践的能力

を養い，国際社会で

活躍できる人材の育

成を目指します。

全国芸術文化祭自然科学部門（佐賀大会）

●● 全国大会へ出場 ●●
ＳＳＨで力をつけた本校生徒は，自然科学系の各種大

会やコンテストで上位入賞を果たしています。昨年度，

「山梨県芸術文化祭自然科学部門」において芸術文化

祭賞を受賞し，山梨県代表として本年度，全国芸術文

化祭高知大会へ出場する物質化学部の部長である３年

生の寺田英俊君にインタビューしました。

受賞研究テーマ：「金属樹の研究」

Q.この研究を行うきっかけは何ですか？
A.各種の金属樹を作成した際，理論上は生成する
はずの鉄を利用した金属樹が生成せず，その理由を

解明したいからです。

Q.苦労した点は何ですか？
A.シャーレ千枚を超える実験を重ねたのですが，
明らかな理論の構築が難しい点です。

Q.全国総文祭高知大会への意気込みは？
A.研究を続け，納得のいく理論をたて，多くの人
の目にとまり，参考となる発表にしたいです。

Q.将来は，どんな方面に進みたいですか。
A.医学に関する研究をしたいと考えています。

●● 甲府南高校のＳＳＨの特徴 ●●
★ 全校で取り組むＳＳＨ

Ⅱ期目の指定から，全生徒対象でＳＳＨに取り組ん

でいます。一人でも多くの生徒を“理科大好き生徒”

にし，理系・文系問わず，社会で必要となる，科学的

なものの見方や考え方，プレゼンテーション能力や英

語による表現力などを育成します。

★ 国際感覚を養うＳＳＨ

本校のＳＳＨは「フロンティアスピリットを持つサ

イエンスリーダーの育成を目指して」をテーマにして

います。アメリカへの海外研修，科学を通じ英語で考

えを述べる「サイエンスイングリッシュ」の開講，日

本で活躍している外国人研究者による講義「サイエン

スダイアログ」など，国際的に通用する人材を育てる

プログラムが用意されています。

★ 多彩な学校設定科目の開設

本校独自の学校設定科目を設けています。１年生の

「フロンティア探究Ⅰ」，２年生の「フロンティア探

究Ⅱ」では，校外研修や講演会を通じて科学への興味

・関心を高めるとともに，課題研究に取り組み，自然

科学の実践的能力を養います。３年生の「フロンティ

ア探究Ⅲ」ではポートフォリオを用いて３年間の活動

をまとめます。また，高度な内容を含む「ＳＳ数学」

や「ＳＳ物理」などの「ＳＳ科目」を開設しています。

さらに学校設定科目ではありませんが，「科学の世界」

で本校の各教科の先生が「科学」を題材とした授業を

行います。

●● 甲府南高校のＳＳＨ事業 ●●
▼ 「フロンティア探究Ⅰ・Ⅱ」

生徒の進路や興味に応じて選択できる短期集中型

(夏季休業中または土曜日の午後)の講座を開講して

います。フロンティア探究Ⅰで７講座・フロンティ

ア探究Ⅱで５講座を実施します。以下，主な講座を

紹介します。

○大学との連携講座

山梨大学工学部や生命環境学部，東京大学などの研究

室や附属施設を訪問し，講義を受講したり実験や実習を

行ったりします。

山梨大学工学部 東京大学生産技術研究所
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○ＪＡＸＡ講座

宇宙科学技術について相模原キャンパスの見学及び，

本校において講義やブレインストーミングを用いた討議

（惑星に移住するとしたら何が必要か等）を行います。

○太陽光ソーラーパネル講座

ソーラーパネルの講義を山梨大学で受講するととも

に，本校で実験実習を実施し，米倉山メガソーラー施設

の見学をします。

○ロボット講座

ものつくり（ロボット作り）を通して最先端技術を学

習し，一人が一台のロボットを製作し，ロボットコンテ

スト出場を目指します。

○生物講座

生物の多様性と希少生物の保護について学習し，ＤＮ

Ａ解析による進化の解明を学びます。また，忍野村のビ

オトープでホトケドジョウを捕獲し，観察します。

○神岡研修

スーパーカミオカンデ，カムランドの見学と講義，及

び京都大学砂防観測所での研修を１泊２日で行います。

○臨海実習

お茶の水女子大湾岸生物教育センター（千葉県館山市）

において２泊３日の研修を行います。ウニの発生の観察，

磯採集と動物・海藻の同定などの実習を実施します。

○ワイン講座

山梨県の特産である「ワイン」の製造方法や発酵

の原理を山梨大学や酒造会社を訪問して学びます。

その他，電子顕微鏡講座・プログラミング講座・先端

技術講座・医学部講座・ＤＮＡ講座があります。

１年生と２年生の生徒全員が，「課題研究」にも取り組

みます。生物，化学，物理などの基礎実験をした上で，

自分たちでテーマを設定し，グループでそのテーマを探

究していきます。文系の生徒も一昨年度から取り組んで

います。昨年度は「紙の摩擦力」「アルギン酸膜の水質

浄化効果」「アミラーゼと生物の関係」「山梨県の水のブ

ランド力を高める」「リニアで山梨はどう変わるのか」

など，約６０テーマに取り組みました。２月の研究発表

会でその成果を披露します。

▼ サイエンスフォーラム（講演会）

第一線で活躍する研究者や技術者を招いての講演会を

毎年５回ほど行っています。これまでに，ノーベル化学

賞を受賞された白川英樹博士や光触媒の発見者の藤嶋

昭博士，京都大学霊長類研究所の松沢哲郎教授，空想科

学読本の著者の柳田理科雄さんにも来て頂きました。

▼ サイエンスワークショップ（自然科学系部活動）

本校には自然科学系の「物理宇宙」「物質化学」「生命

科学」「数理情報」４つの部活動があります。それぞれ

の部活動では，様々な実験を行ったり，課題研究に取り

組んだりしています。また，多くの科学系のコンクール

やコンテストに参加し，全国でも上位に入賞しています。

日本学生科学賞（県知事賞４回，中央審査会入選１等２

回・２等１回），全国高等学校総合文化祭（自然科学部

門８回出場）などです。さらに，ロボコン山梨へも出場

しています。科学館でのボランティアクルーやサイエン

スフェスタなどにも多くの生徒が参加しています。これ

らの活動が刺激となり，国際科学コンテストの参加者が

増加し，全国高校化学グランプリ（大賞１回、金賞１回，

銀賞２回），物理チャレンジ（金賞２回，銀賞５回），な

どの成績を収めています。さらに，科学の甲子園全国大

会出場へ過去４回出場するなど，成果が表れています。


